
学
生
新
聞
第
７
号
で

紹
介
し
た
「
染
谷
福
一
」

さ
ん
と
「
萩
原
幸
子
」

さ
ん
の
２
名
が
放
送
大

学
名
誉
学
生
に
！

名
誉
学
生
制
度
は
、
グ
ラ

ン
ド
ス
ラ
ム
達
成
者
（
教
養

学
部
の
全
コ
ー
ス
卒
業
者
）

に
つ
い
て
、
名
誉
学
生
の
称

号
を
付
与
し
、
卒
業
後
の
学

習
セ
ン
タ
ー
利
用
等
を
可
能

と
す
る
新
た
な
制
度
で
、
名

誉
学
生
に
は
、
以
下
の
特
典

が
付
与
さ
れ
ま
す
。

①
学
習
セ
ン
タ
ー
図
書
の
閲

覧
及
び
視
聴
覚
教
材
の
視

聴
②
学
習
セ
ン
タ
ー
及
び
本
部

主
催
事
業
へ
の
参
加
（
学

生
研
修
旅
行
、
講
演
会
等
）

③
学
習
セ
ン
タ
ー
及
び
本
部

発
行
の
機
関
誌
等
の
提
供

④
面
接
授
業
の
聴
講
（
受
講

は
所
長
お
よ
び
講
師
の
了
解

の
上
。
授
業
料
は
徴
収
し
な

い
）

⑤
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
利
用

⑥
印
刷
教
材
の
割
引
販
売

（
学
生
と
同
様
１
割
引
）

⑦
名
誉
学
生
証
の
発
行

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

は
、
今
年
度
開
講
25
周

年
を
迎
え
た
。

そ
の
第
一
弾
と
し
て
、
次

の
と
お
り
25
周
年
記
念
公
開

講
演
会
を
開
催
す
る
。

開
催
日
時

平
成
22
年
7
月
10
日
（
土
）

午
後
1
時
30
分
（
予
定
）

場

所
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

8
Ｆ
講
堂

内

容

「
宗
教
と
資
本
主
義

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
」

講

師
吉
森

賢

放
送
大
学
客

員
教
授
、
横
浜
国
立
大
学

名
誉
教
授

大
学
説
明
会
（
学
習
相
談

を
含
む
）
を
実
施
し
ま
す
。

（
在
学
生
も
参
加
で
き
ま
す
。
）

開
催
日

平
成
22
年
6
月
27
日
（
日
）
、

7
月
10
日
（
土
）
、
8
月

14
日
（
土
）
、
8
月
22
日

（
日
）

時

間
い
ず
れ
も
午
後
2
時
～

内

容
大
学
紹
介
ビ
デ
オ
放
映

大
学
の
概
要
説
明
、
履
修

案
内
、
卒
業
生
の
体
験
談
、

施
設
見
学
個
別
相
談
な
ど

平
成
22
年
度
第
2
学
期
教

養
学
部
「
全
科
履
修
生
」

「
選
科
履
修
生
」
「
科
目
履

修
生
」
及
び
大
学
院
文
化
科

学
研
究
科
「
修
士
選
科
生
」

「
修
士
科
目
生
」
並
び
に
平

成
23
年
度
大
学
院
修
士
全
科

生
の
学
生
募
集
を
左
記
の
日

程
で
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
友
人
・
知
人
に

も
放
送
大
学
の
素
晴
ら
し
さ
、

学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
を
伝
え
、

一
緒
に
学
友
に
な
り
ま
せ
ん

か
！出

願
期
間

平
成
22
年
6
月
1
日
（
火
）

～
平
成
22
年
8
月
31
日

（
火
）
必
着

但
し
、
大
学
院
修
士
全
科

生
は
、
８
月
20
日
（
金
）
か

ら
9
月
10
日
（
金
）

募
集
要
項
の
配
布
は
、
6
月

15
日
（
火
）
か
ら

出
願
方
法
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
又
は
郵
送
（
本
部
）

第
４
号
で
学
外
探
訪
し
た

「
文
京
学
習
セ
ン
タ
ー
」
の

記
事
で
、
建
替
え
・
移
転
を

取
り
上
げ
た
の
で
、
移
転
先

の
東
京
北
区
の
旧
西
浮
間
小

学
校
跡
の
仮
校
舎
を
訪
問
し

た
。
運
動
場
に
面
し
た
窓
に

「
校
長
室
」
の
張
り
紙
が
そ

の
ま
ま
の
小
学
校
だ
っ
た
面

影
が
残
っ
て
い
る
事
務
長
室

で
、
４
月
に
新
し
く
赴
任
し

た
馬
場
政
二
事
務
長
が
応
対

し
て
く
だ
さ
っ
た
。

「
ア
ク
セ
ス
と
環
境
」

学
習
セ
ン
タ
ー
へ
の
交
通

手
段
は
Ｊ
Ｒ
埼
京
線
だ
け
で
、

し
か
も
各
駅
停
車
し
か
止
ま

ら
ず
に
不
便
で
あ
る
が
（
ホ
ー

ム
で
は
快
速
が
通
り
過
ぎ
て

い
る
）
、
そ
の
不
便
を
補
う

よ
う
に
、
最
寄
り
の
駅
「
浮

間
舟
渡
」
か
ら
は
徒
歩
１
分

の
い
わ
ゆ
る
「
駅
そ
ば
」
で

あ
る
。
し
か
し
、
都
心
か
ら

離
れ
た
こ
と
が
、
全
国
一
を

誇
っ
て
い
た
入
学
者
数
が
、

今
年
度
減
少
し
た
一
因
か
も

し
れ
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

駅
の
反
対
側
の
「
浮
間
公
園
」

は
自
然
豊
か
で
、
面
接
授
業

や
試
験
の
合
間
に
一
息
入
れ

る
こ
と
も
で
き
、
環
境
は
抜

群
で
あ
る
。

仮
校
舎
は
３
階
建
で
、
運

動
場
・
体
育
館
・
プ
ー
ル
も

あ
っ
て
、
外
見
は
「
学
び
舎
」

の
環
境
は
整
っ
て
い
る
が
、

見
た
目
と
は
大
違
い
で
あ
る

こ
と
が
、
馬
場
事
務
長
の
説

明
で
分
か
っ
た
。
校
舎
は
１
・

２
階
の
み
使
用
可
で
（
３
階

は
放
送
大
学
の
旗
を
掲
げ
る

だ
け
）
、
プ
ー
ル
は
「
カ
ル

ガ
モ
ち
ゃ
ん
」
が
占
有
、
体

育
館
と
運
動
場
は
近
く
の
中

学
校
の
生
徒
が
使
用
の
た
め
、

大
き
な
掛
け
声
は
面
接
授
業

に
支
障
を
き
た
す
こ
と
も
あ

る
と
い
う
。
７
月
末
～
８
月

初
旬
の
試
験
期
間
中
は
、
使

用
自
粛
の
申
し
入
れ
を
し
た

い
と
の
事
で
あ
る
。

小
学
校
だ
っ
た
た
め
各
講

義
室
は
42
名
収
容
と
小
さ
く
、

移
転
後
、
初
め
て
の
行
事
で

あ
っ
た
４
月
の
「
入
学
者
の

集
い
」
に
、
１
５
０
名
余
の

出
席
予
定
者
を
ど
う
す
る
か

と
の
問
題
が
生
じ
、
２
回
に

分
け
て
行
っ
た
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
９
月
末
の
学
位
記

授
与
式
は
近
く
の
区
の
施
設

を
借
り
て
行
う
予
定
。
４
月

10
日
の
茗
荷
祭
で
は
、
名
物

の
菜
遊
会
野
菜
バ
ザ
ー
を
始

め
、
学
生
・
同
窓
生
の
出
店

に
混
じ
り
職
員
も
「
お
好
み

焼
店
」
を
出
店
し
、
関
係
者

が
一
体
と
な
っ
て
仮
校
舎
で

の
出
発
の
結
束
を
固
め
た
。

「
今
後
の
期
待
」

文
京
セ
ン
タ
ー
の
蔵
書
は

４
万
冊
以
上
あ
る
が
、
仮
校

舎
で
は
一
箇
所
に
は
収
容
し

き
れ
な
く
、
１
階
と
２
階
の

２
箇
所
に
収
容
し
、
学
生
の

要
望
に
よ
っ
て
職
員
が
そ
の

都
度
１
・
２
階
を
行
き
来
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
仮
校

舎
の
不
便
と
、
各
講
義
室
が

暗
く
狭
い
の
を
補
う
よ
う
に
、

プ
レ
ハ
ブ
の
視
聴
覚
室
と
学

生
ホ
ー
ル
だ
け
は
、
明
る
く

清
潔
な
の
が
救
わ
れ
る
。

全
国
の
学
習
セ
ン
タ
ー
の

中
で
も
、
面
接
授
業
の
科
目

数
と
定
員
の
多
さ
を
誇
っ
て

き
た
文
京
学
習
セ
ン
タ
ー
が
、

来
年
４
月
の
新
校
舎
開
校
に

ど
れ
ほ
ど
期
待
し
て
い
る
か

を
図
面
を
広
げ
て
説
明
し
て

く
だ
さ
っ
た
馬
場
事
務
長
の

お
言
葉
の
中
に
伺
わ
れ
た
。

（
笹
原
、
岡
里
）

運
動
不
足

我
が
国
は
、
急
激

な
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
で
、
生
活
習
慣

病
が
増
加
し
、
そ
の

防
止
策
と
し
て
、
栄

養
・
休
養
・
運
動
の

３
つ
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な

が
ら
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
自
ら
の
日
常
生
活
の
中
で
、

日
ご
ろ
の
生
活
習
慣
を
改
善

し
て
い
く
し
か
な
い
。

私
も
会
社
勤
め
を
し
て
い

た
こ
ろ
は
、
片
道
１
０
０
分

余
り
の
通
勤
時
間
や
昼
食
時

の
散
歩
を
利
用
し
て
、
毎
日

一
万
歩
は
歩
い
て
い
た
し
、

休
み
の
日
も
あ
ち
こ
ち
に
出

か
け
て
い
た
の
で
、
そ
ん
な

に
運
動
不
足
を
感
じ
た
こ
と

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
退

職
後
は
栄
養
と
休
養
の
面
で

は
十
分
だ
が
、
運
動
不
足
で

は
な
い
の
か
と
い
う
不
安
を

常
日
頃
感
じ
て
い
た
。

幸
い
な
こ
と
に
、
こ
の
10

年
間
は
毎
年
定
期
検
診
や
が

ん
検
診
を
受
け
て
も
、
特
に

健
康
上
の
問
題
点
を
指
摘
さ

れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、

体
の
異
常
を
感
じ
た
こ
と
も

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
昨
年
末
に
風
邪
を
こ
じ

ら
せ
39
度
近
い
高
熱
を
出
し
、

あ
っ
と
い
う
間
に
「
肋
膜
へ

の
肺
炎
菌
侵
入
に
よ
る
胸
膜

炎
」
を
発
病
し
、
２
カ
月
余

り
の
通
院
生
活
を
送
っ
た
。

そ
の
間
は
呼
吸
困
難
と
胸
の

痛
み
で
安
静
状
態
が
続
き
、

大
変
不
安
な
状
態
で
あ
っ
た
。

と
う
と
う
、
自
分
も
生
活

習
慣
病
や
が
ん
予
防
が
必
要

な
年
齢
に
な
っ
た
こ
と
と
日

ご
ろ
の
運
動
の
必
要
性
を
実

感
し
た
の
で
あ
る
。
要
は
、

過
去
ど
の
く
ら
い
の
運
動
を

し
て
い
た
か
ら
大
丈
夫
と
安

心
す
る
こ
と
な
く
、
今
現
在

必
要
な
運
動
を
し
っ
か
り
行

う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

笹
原
誠
二
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放送大学

埼玉学習センター
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編集委員会
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学
生
新
聞

学生手帳

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

去
る
３
月
、
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
（
６
専
攻
卒
業
）
を
達
成

さ
れ
、
今
回
名
誉
学
生
を
付
与
さ
れ
た
染
谷
福
一
さ
ん
、

萩
原
幸
子
さ
ん
の
お
二
人
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Q

放
送
大
学
に
入
ら
れ
た
動
機
や
き
っ
か
け
は

染
谷
さ
ん

職
場
の
欧
州
視
察
研
修
に
参
加
し
た
の
を
契
機

に
、
仕
事
に
関
係
す
る
知
識
を
高
め
よ
う
と
入
学
し
ま
し

た
。

萩
原
さ
ん

二
人
目
の
子
が
小
学
校
に
入
る
の
を
き
っ
か
け

に
、
保
育
園
の
送
り
迎
え
が
終
わ
り
時
間
に
余
裕
が
出
来

た
の
で
、
以
前
か
ら
あ
こ
が
れ
て
い
た
放
送
大
学
に
入
学

し
ま
し
た
。

Q

長
く
学
習
を
続
け
ら
れ
た
理
由
や
秘
訣
は

染
谷
さ
ん

最
初
の
卒
業
式
で
先
輩
か
ら
進
め
ら
れ
再
入
学

し
ま
し
た
が
、
少
し
で
も
教
養
を
深
め
た
い
と
思
い
学
習

す
る
う
ち
今
日
を
迎
え
ま
し
た
。

萩
原
さ
ん

仕
事
を
第
一
と
考
え
、
好
き
な
こ
と
を
す
る
の

だ
か
ら
今
回
だ
め
で
も
次
回
が
あ
る
さ
と
い
う
ふ
う
に
考

え
て
、
趣
味
の
よ
う
な
感
じ
で
学
習
し
ま
し
た
。

Q

放
送
大
学
在
学
中
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は

染
谷
さ
ん

平
成
15
年
度
和
歌
山
学
習
セ
ン
タ
ー
の
「
磯
の

生
き
物
に
つ
い
て
学
ぶ
」
は
、
民
宿
に
宿
泊
し
て
の
1
泊

2
日
の
体
験
学
習
で
飲
食
や
就
寝
ま
で
の
交
流
に
加
え
、

大
学
の
窓
の
取
材
を
受
け
る
な
ど
忘
れ
ら
れ
な
い
授
業
と

な
っ
て
い
ま
す
。

萩
原
さ
ん

体
育
の
実
技
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
に
参
加

し
、
そ
こ
で
み
ん
な
で
話
し
な
が
ら
お
こ
な
っ
た
の
が
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
面
接
授
業
で
年
金
問
題
が
聞
き

た
く
て
神
奈
川
学
習
セ
ン
タ
ー
へ
聞
き
に
行
き
ま
し
た
。

Q

放
送
大
学
や
在
学
生
に
望
む
こ
と

染
谷
さ
ん

各
地
の
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ
の
地
域
な
ら

で
は
の
興
味
深
い
科
目
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
時
間
や

経
費
の
問
題
も
あ
り
ま
す
が
面
接
授
業
の
内
容
を
よ
く
確

認
し
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

2

埼
玉
で
も
「
鉄
道
の
歴
史
と
未
来
」
「
城
下
町
川
越
の

歴
史
と
文
化
」
「
秩
父
事
件
と
民
衆
の
暮
ら
し
」
な
ど
現

地
視
察
を
取
り
入
れ
た
科
目
な
ど
開
設
し
、
全
国
に
埼
玉

学
習
セ
ン
タ
ー
を
ア
ピ
ー
ル
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

萩
原
さ
ん

学
習
セ
ン
タ
ー
で
面
接
授
業
を
受
け
た
り
す
る

と
、
学
生
な
の
だ
と
思
い
、
ま
た
、
仲
間
が
た
く
さ
ん
い

る
の
だ
と
実
感
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
充
実
し
た
面
接

授
業
の
時
間
を
ふ
や
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

Q

今
後
の
予
定
や
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

染
谷
さ
ん

大
学
院
で
学
習
す
る
決
心
は
つ
き
ま
せ
ん
が
、

選
科
履
修
生
又
は
科
目
履
修
生
と
し
て
学
習
を
継
続
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

萩
原
さ
ん

気
が
つ
い
て
み
る
と
、
20
年
か
け
て
全
専
攻
を

卒
業
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
単
位
数
を
み
る
と
３
２
１
単

位
取
得
し
て
い
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
学
生
生
活
が
終
わ
っ

て
し
ま
い
残
念
と
い
う
感
じ
で
す
。
あ
ま
り
熱
心
に
勉
強

し
て
い
な
い
の
に
、
名
誉
学
生
証
を
い
た
だ
き
、
実
績
が

と
も
な
わ
ず
と
て
も
恐
縮
し
て
い
ま
す
。
生
活
の
一
部
と

な
っ
て
い
た
放
送
大
学
な
の
で
少
し
休
ん
で
か
ら
大
学
院

の
選
科
生
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
最
後

に
は
卒
論
を
書
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ご
多
忙
の
中
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
若
松
）

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
か
ら

２
名
の
名
誉
学
生
誕
生
！

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

開
講
二
十
五
周
年

記
念
行
事

ス
タ
ー
ト
！

探
訪
コ
ー
ナ
ー
第
八
回

文
京
学
習
セ
ン
タ
ー

大
学
説
明
会
開
催

学
生
募
集

サ
ロ
ン
の
予
定

平
成
22
年
度
第
１
回

サ
ロ
ン
ま
つ
ざ
き

「
遺
伝
子
と
と
も
に

歌
い
ま
し
ょ
う
」

６
月
23
日
（
水
）
13
時
30

分
か
ら
14
時
30
分
の
予
定
で
、

第
2
講
義
室
で
開
催
さ
れ
ま

す
。

サ
ロ
ン
は
、
教
員
と
学
生

の
皆
さ
ん
と
の
架
け
橋
で
す
。

授
業
と
は
ひ
と
味
違
っ
た
専

門
か
ら
身
近
な
話
題
ま
で
を

取
り
上
げ
紹
介
す
る
と
も
に
、

皆
さ
ん
と
気
持
ち
を
分
か
ち

合
う
ひ
と
時
で
す
。

ど
な
た
で
も
歓
迎
し
ま
す
。

ど
う
か
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。



サ
ー
ク
ル
お
お
み
や

５
月
25
日
（
火
）

「
深
大
寺
・
神
代
植
物
公

園
散
策
」

午
前
10
時
、
京
王
線
新
宿

駅
中
央
口
改
札
に
集
合

６
月
16
日
（
水
）

「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
見

学
と
浅
草
散
策
」

午
前
10
時
、
東
武
浅
草
駅

改
札
口
に
集
合

７
月
９
日
（
金
）

「
上
野
国
立
西
洋
美
術
館
・

カ
ボ
デ
ィ
モ
ン
テ
美
術
展
」

午
前
10
時
、
上
野
東
京

文
化
会
館
ロ
ピ
ー
に
集
合

放
送
大
学
熟
年
会

創
立
10
周
年
を
迎
え
た

5
月
11
日
（
火
）
高
松
学

習
セ
ン
タ
ー
事
務
長
、
五
十

嵐
初
代
会
長
他
の
来
賓
を
招

き
、
東
天
紅
に
お
い
て
記
念

パ
ー
テ
ィ
ー
を
盛
大
に
開
催

し
た
。

今
後
の
行
事
予
定

読
み
語
り
の
会
（
別
項
参
照
）

6
月
8
日
（
火
）

13
時
30
分
か
ら
8
階
講
堂

・
勉
強
会

7
月
13
日
（
火
）

学
習
情
報
交
換
会

8
月
10
日
（
火
）

ミ
ニ
刑
事
法
入
門

・
イ
ベ
ン
ト

6
月
21
日
（
月
）

首
都
圏
外
郭
放
水
路
見
学

・
パ
ソ
コ
ン
楽
習
会

6
月
１
日
、
15
日
、
22
日
、

29
日
、
7
月
6
日

江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会

６
月
19
日
（
土
）

6
月
26
日
（
土
）

7
月
3
日
（
土
）

田
村
家
文
書
、
論
語

ト
レ
ヴ
ィ
の
会

６
月
19
日

午
前
10

時
～

短
歌
を
楽
し
む
会

埼
玉

学
習
セ
ン
タ
ー

そ
の
他

さ
い
た
ま
フ
ェ
ス
タ
出
演

の
オ
カ
リ
ナ
演
奏
会
の
準
備

を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
月
１

回
の
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

よ
か
っ
た
ら
見
学
し
て
、
将

来
は
仲
間
に
入
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

次
回
の
練
習
日

５
月
26

日
（
水
）
午
後
１
時
～
埼
玉

学
習
セ
ン
タ
ー

同
窓
会

第
21
回
通
常
総
会
開
催

日
時

5
月
23
日
（
日
）

午
後
2
時
か
ら

場
所

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

９
階
第
１
講
義
室

四
倉
光

卒
業
が

目
当
て
じ
ゃ
な
い

と

シ
ラ
を
切
り

カ
ラ
ヤ
ン
の

悲
愴
枕
に

船
を
漕
ぐ

発
句

初
花
や

掃
き
清
め

た
る

杜
の
中
（
と
く
江
）

脇

塔
の
甍
に

光
あ
ふ

る
る

（
光
娥
）

第
３

背
に
重
く

夢
い
っ

ぱ
い
の

ラ
ン
ド
セ
ル

（
雲
水
）

第
４

つ
な
ぐ
手
と
手
に

母
子
の
き
ず
な
（
順
子
）

第
５

い
つ
ま
で
も

幸

せ
な
れ
と

に
ぎ
り
し
め

（
四
倉
）

第
６

九
連
宝
灯

手
を
合

わ
せ

（
光
源
氏
）

第
７

卒
業
は

棚
上
げ
に

し
て

お
気
楽
に
（
靖
乃
）

第
８

月
日
は
流
れ
て

卒

業
で
き
た
（
ニ
ュ
ー
ト
ン
）

第８号 学 生 新 聞 平成２２年５月２０日2

プ
ロ
の
読
み
語
り
を

聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
！

日
時

平
成
22
年
6
月
8
日

13
時
30
分
～

場
所

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

8
階
講
堂

出
演
者

「
語
座
」
万
朶
の
会

（
フ
リ
ー

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・

ナ
レ
ー
タ
ー
等
の
プ
ロ
集

団
で
す
。
）

演
目
（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

「
初
め
て
の
お
年
玉
」
（
青

木
玉
作
）
稲
垣
文
子
、

「
ラ
ブ
・
ミ
ー
・
テ
ン
ダ
ー
」

（
江
国
香
織
作
）
杉
山
裕
子
、

「
ハ
ゲ
に
つ
い
て
」
（
浅
田

次
郎
作
）
鈴
木
卓
郎
、

「
お
ぼ
し
め
し
」
（
三
浦
哲

郎
作
）
津
山

博
、

「
包
丁
」
（
石
川
結
貴
作
）

広
瀬
未
来

こ
の
会
は
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
無
料
で
す
。

前
回
（
第
3
回
）
で
は
、

王
政
復
古
を
宣
言
し
、
諸
外

国
と
外
交
を
重
視
す
る
新
政

府
が
、
迎
賓
館
と
し
て
延
遼

館
（
え
ん
り
ょ
う
か
ん
）
の

整
備
を
進
め
た
こ
と
を
書
き

ま
し
た
。

今
回
は
、
延
遼
館
を
利
用

し
た
外
国
賓
客
の
こ
と
で
す
。

一
八
七
九
（
明
治
十
二
）

年
以
降
外
国
貴
賓
の
来
朝
が

増
え
延
遼
館
は
そ
の
価
値
を

発
揮
し
ま
し
た
。

一
八
七
九
（
明
治
十
二
）

年
五
月
ド
イ
ツ
皇
族
、
七
・

八
月

米
国
前
大
統
領
グ
ラ

ン
ド
、
十
一
月
イ
タ
リ
ア
皇

族
。
一
八
八
一
（
明
治
十
四
）

年
三
月
ハ
ワ
イ
皇
帝
カ
ラ
カ

ワ
、
十
月

英
国
皇
族
。
一

八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
ス

エ
ー
デ
ン
皇
族
。
一
八
八
七

（
明
治
二
十
）
年

独
国
・

露
国
皇
族
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

明
治
天
皇
と
グ
ラ
ン
ド

前
米
国
大
統
領

グ
ラ
ン
ド
前
米
国
大
統
領

は
、
通
称
を
グ
ラ
ン
ド
将
軍

（
本
名
は
ユ
リ
シ
ー
ズ
・
グ

ラ
ン
ド
、
以
下
「
将
軍
」
と

い
う
）
と
呼
ば
れ
、
ア
メ
リ

カ
南
北
戦
争
当
時
北
軍
の
最

も
有
名
な
将
軍
で
し
た
。
南

北
戦
争
後
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

第
十
八
代
大
統
領
に
選
ば
れ

た
。
後
に
、
二
年
に
及
ぶ
世

界
漫
遊
の
帰
途
、
我
が
国
を

訪
れ
熱
狂
的
な
歓
迎
を
う
け
、

夫
人
等
を
伴
っ
た
一
行
の
乗

艦
が
長
崎
経
由
で
一
八
七
九

（
明
治
十
二
）
年
七
月
三
日

横
浜
に
着
き
、
岩
倉
具
視
、

伊
藤
博
文
、
西
郷
従
道
、
井

上
馨
が
お
供
を
し
た
特
別
列

車
で
新
橋
駅
に
到
着
、
き
ら

び
や
か
な
東
京
鎮
台
の
儀
杖

兵
を
従
へ
将
軍
の
馬

車
は
延
遼
館
へ
向
っ

た
の
で
し
た
。

現
在
、
浜
離
宮
の
「
中
島

の
御
茶
屋
」
に
明
治
天
皇
の

絵
が
飾
っ
て
あ
り
ま
す
。
訪

れ
る
観
光
客
は
抹
茶
と
お
菓

子
、
庭
の
眺
め
に
心
を
奪
わ

れ
、
な
ぜ
こ
の
場
所
に
明
治

天
皇
の
肖
像
画
が
飾
っ
て
あ

る
の
か
を
知
る
人
は
少
な
い

よ
う
で
す
。
こ
の
場
所
は
明

治
天
皇
（
二
十
七
歳
）
が

「
将
軍
」
（
六
十
七
歳
）
と

会
見
し
、
太
政
大
臣
と
通
訳

の
み
を
交
え
約
二
時
間
に
わ

た
り
「
将
軍
」
か
ら
、
条
約

改
正
、
参
政
権
と
国
会
開
設
、

外
債
の
危
険
性
、
産
業
立
国

と
移
民
お
よ
び
国
民
教
育
と

外
国
人
招
聘
等
国
策
上
の
問

題
に
つ
い
て
意
見
を
聴
か
れ
、
、

そ
の
後
の
内
外
政
策
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
の
で
し
た
。

滞
在
中
「
将
軍
」
は
日
光

へ
旅
行
、
芝
増
上
寺
に
「
松
」

を
、
上
野
公
園
に
「
檜
」
を

そ
れ
ぞ
れ
植
樹
し
た
り
し
て
、

九
月
三
日
帰
航
の
途
に
つ
い

た
の
で
し
た
。

ハ
ワ
イ
皇
帝
カ
ラ
カ
ワ

一
八
八
一
（
明
治
十
四
）

年
三
月
四
日
ハ
ワ
イ
皇
帝
カ

ラ
カ
ワ
が
横
浜
に
到
着
、
延

遼
館
を
宿
舎
と
し
五
日
に
皇

居
へ
参
内
し
ま
し
た
。
ハ
ワ

イ
に
王
国
が
存
在
し
た
の
は

一
八
一
〇
（
文
化
七
）
年

七
代
将
軍
徳
川
家
斉
か
ら

一
八
九
三
（
明
治
二
十
六
）

年
で
、
カ
ラ
カ
ワ
は
第
七
代

皇
帝
で
し
た
。
ハ
ワ
イ
は
第

八
代
皇
帝
リ
リ
ウ
オ
カ
ラ
ニ

（
女
帝
）
の
と
き
王
国
は
廃

止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で

し
た
。
そ
の
際
女
帝
は
痛
恨
・

哀
別
の
思
い
を
託
し
た
歌

「
ア
ロ
ハ
・
オ
エ
」
を
残
し

た
そ
う
で
す
。
群
馬
県
渋
川

市
伊
香
保
に
旧
ハ
ワ
イ
王
国

公
使
別
邸
が
あ
り
、
現
在
博

物
館
と
し
て
関
係
資
料
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

王
国
滅
亡
か
ら
ア
メ
リ
カ

に
付
随
す
る
こ
と
半
世
紀
以

上
、
一
九
五
九
（
昭
和
三
十

四
）
年
に
ハ
ワ
イ
は
ア
メ
リ

カ
の
五
十
番
目
の
州
と
な
り

ま
し
た
。

お
わ
り

【
追
記
】

ハ
ワ
イ
が
何
故
に
ア
メ
リ

カ
に
併
合
さ
れ
た
の
か
疑
問

を
持
た
れ
る
読
者
も
お
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。
疑
問
を
一

歩
進
め
、
自
分
で
謎
解
き
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
の
も
一
興

と
思
い
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
紹
介

編
集
後
記

目
に
青
葉
・
・
・
。

若
葉
が
美
し
い
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
よ
う
や
く

天
候
の
方
も
安
定
し
て
き

ま
し
た
。
行
楽
の
季
節
で

す
が
、
通
信
指
導
の
提
出

も
お
忘
れ
な
く
学
習
の
方

も
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

編
集
部
か
ら
の
お
願
い

随
想
（
八
百
字
程
度
）
、

詩
歌
（
百
字
程
度
）
、
写

真
・
イ
ラ
ス
ト
（
一
な
い

し
二
枚
）
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
学
生
に
有

益
な
イ
ベ
ン
ト
情
報
も
提

供
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

次
号
の
原
稿
締
め
切
り
は

7
月
3
日
で
す
。
奮
っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

桜
散
る

満
目
蕭
条

尚
寂
し

静
彧

鯉
の
ぼ
り

風
待
ち
わ
び
る

子
等
の
顔

安
代

竹
の
子
と

丈
比
べ
し
て

端
午
の
日

光
娥

風
薫
る

明
治
の
杜
や

嫁
ぐ
娘
（
ひ
と
）

と
く
江

昆
明
湖

老
爺
が
畔
に

い
か
の
ぼ
り

八
重
子

潮
干
狩
り

貝
も
に
げ
た
し

人
の
波

智
子

あ
や
め
咲
き

晴
れ
姿
な
り

愛
む
す
め

保
子

（
つ
み
草
）

俳

句

浜
離
宮

第
4
回

荒
川
良
雄

読
み
語
り
の
会

熟
年
会
創
立
十
周
年
記
念
事
業

会
員
以
外
の
方
も
参
加
歓
迎

随
想
二
題

永
見
洋
介

『
ビ
ー
ル
の
缶
か
ら
ル
ビ
ー
』

「
な
、
何
に
！

カ
ン
ビ
ー
ル
で
ル
ビ
ー
？
」

い
い
え
「
ビ
ー
ル
の
缶
か
ら
ル
ビ
ー
」
で
す
。

前
々
回
の
研
修
旅
行
で
行
っ
た
筑
波
産
業

技
術
総
合
研
究
所
で
展
示
し
て
あ
っ
た
、
人

工
ル
ビ
ー
合
成
装
置
の
こ
と
に
つ
い
て
解
説

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

白
く
酸
化
腐
食
し
た
ア
ル
ミ
缶
と
人
工
合

成
し
た
赤
色
の
ル
ビ
ー
が
装
置
の
傍
に
置
か

れ
て
い
た
。
ク
ロ
ム
を
添
加
し
た
酸
化
ア
ル

ミ
ニ
ュ
ー
ム
を
搗
き
固
め
て
白
墨
形
状
に
し

て
原
料
と
す
る
。
装
置
は
ハ
ロ
ゲ
ン
ラ
ン
プ

を
熱
源
と
し
た
お
椀
型
の
反
射
鏡
が
左
右
対

に
な
っ
て
い
る
。
真
空
引
き
さ
れ
た
石
英
管

の
中
に
ル
ビ
ー
と
な
る
原
料
棒
が
吊
り
下
げ

ら
れ
、
加
熱
溶
解
さ
れ
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
、

ご
く
遅
い
速
度
で
引
き
上
げ
ら
れ
、
ル
ビ
ー

が
合
成
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
高
純

度
の
ル
ビ
ー
は
澄
ん
だ
深
紅
で
、
ピ
ン
ク
色

は
純
度
が
劣
る
。
い
ず
れ
も
酸
化
ア
ル
ミ
ニ
ュ
ー

ム
の
結
晶
で
す
。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
次
に
硬
い
。
用
途
と
し

て
宝
石
は
勿
論
、
工
業
的
に
は
精
密
機
械

（
時
計
歯
車
）
の
軸
受
け
、
宇
宙
通
信
に
も

使
う
の
で
す
。
遙
か
彼
方
か
ら
の
微
弱
な
電

波
信
号
を
受
信
す
る
た
め
に
ル
ビ
ー
メ
ー
ザ

で
低
雑
音
増
幅
器
Ｌ
Ｎ
Ａ
を
実
現
し
て
い
ま

す
。
液
体
ヘ
リ
ュ
ー
ム
で
冷
却
し
て
使
う
の

で
難
し
い
の
で
す
が
、
こ
の
装
置
で
惑
星
探

査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
と
の
交
信
が
臼
田
宇
宙

通
信
所
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
を
使
用
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

な
お
展
示
説
明
の
ビ
ー
ル
缶
は
キ
リ
ン
ビ
ー

ル
で
、
担
当
者
の
写
真
も
あ
り
、
合
成
装
置

に
は
メ
ー
カ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
表
示
が
あ
っ
た
。
原

理
を
考
案
し
た
の
は
、
若
き
二
十
代
の
Ｎ
生

で
あ
っ
た
。

日
本
狼
に
ロ
マ
ン
を
求
め
て

「
日
本
狼
探
索
犬
ビ
ッ
キ
ー
」

絶
滅
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
日
本
狼
に
、

生
存
の
希
望
を
持
つ
人
た
ち
が
い
る
。
狼
は

と
て
も
用
心
深
く
け
っ
し
て
人
前
に
は
姿
を

見
せ
る
事
が
無
い
と
い
う
が
、
「
ウ
ー
ワ
ゥ
」

と
短
く
吠
え
る
声
を
聞
い
た
な
ど
と
、
生
存

の
希
望
を
持
つ
素
敵
な
ロ
マ
ン
を
持
つ
人
た

ち
な
の
だ
。

さ
て
、
ど
う
や
っ
て
狼
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
探
し
出
し
て
捕
獲

す
る
こ
と
は
到
底
無
理
だ
ろ
う
と
工
夫
し
た

方
法
は
、
雌
犬
を
放
つ
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
そ
う
だ
。
こ
の
大
人
の
夢
を
託
さ
れ
た
の

が
、
「
狼
探
査
犬

ビ
ッ
キ
ー
」
で
あ
る
。

中
央
線

初
狩
駅
の
近
く
に
高
川
山
が
あ

り
、
１
時
間
程
度
で
登
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
は
以
前
の
赤
い
百
円
札
の
富
士
山
の
景

色
の
場
所
で
、
こ
こ
か
ら
見
る
富
士
は
素
晴

ら
し
い
と
有
名
で
あ
る
。
頂
上
に
は
雌
犬
ワ

ン
ち
ゃ
ん
が
麓
か
ら
通
勤
し
て
き
て
、
登
山

者
を
待
っ
て
い
る
。
弁
当
の
お
こ
ぼ
れ
を
貰

う
こ
と
が
習
慣
に
な
っ
て
い
て
、
犬
が
い
る

光
景
と
な
っ
て
い
る
。
見
上
げ
た
犬
の
目
と

登
山
者
の
目
が
合
っ
て
「
お
一
つ
ど
う
ぞ
」

「
は
い
、
ど
う
ぞ
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ど
う
も
こ
れ
が
た
ま
ら
な
い
よ
う
だ
。
ち
ゃ

ん
と
首
輪
も
付
け
て
い
る
が
、
も
う
連
れ
て

き
て
い
た
飼
い
主
の
姿
は
な
い
。
登
山
者
に

可
愛
が
ら
れ
て
い
て
「
ビ
ッ
キ
ー
」
と
い
う

名
を
も
ら
っ
て
い
る
テ
リ
ア
の
雑
種
で
、
20

～
30
年
は
居
る
ら
し
い
の
で
、
た
ぶ
ん
代
が

変
わ
っ
て
、
２
世
・
３
世
な
の
だ
ろ
う
。

こ
の
ワ
ン
ち
ゃ
ん
に
は
使
命
が
あ
る
。
雌

犬
で
あ
る
こ
と
か
ら
狼
と
接
触
し
て
遺
伝
子

を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
本

狼
探
索
犬
な
の
だ
。
顔
立
ち
は
顎
髭
が
生
え

て
い
て
、
お
よ
そ
狼
ら
し
く
は
な
い
が
、
背

中
の
毛
は
黒
茶
褐
色
で
荒
々
し
く
、
正
に
狼

の
血
を
引
い
て
い
る
の
か
と
思
わ
せ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
る
。

日
本
狼
の
再
現
が
で
き
た
ら
凄
い
ぞ
！

川

柳

連

句

連
衆

熟
年
会


